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日本で使用する遮蔽コンクリートの実情に合わせた組成及び密度の標準化を図るため、国内外の遮蔽計算で引用され

ている遮蔽コンクリートの元素組成等を調査するとともに、コンクリートの構成要素である骨材別の全国生産量及びその

元素比率から、標準的な遮蔽コンクリートの元素組成を検討している。 
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1.コンクリート主要骨材を考慮した組成データ 

 主要骨材の種類を考慮した下記の 2 種類の遮蔽コンクリートに対する組成データを検討した。 

 1)骨材の全国生産量を反映した標準的元素組成 

 2) 単一の主要骨材（安山岩（砂岩）等の火成岩系もしくは石灰岩堆積岩系）からなる標準的元素組成 

1) の場合は年代別の骨材生産量比率、対象骨材の元素組成データ、調合表（単位容量中の成分量設定）か

ら、2) の場合も対象骨材の元素組成データ及び調合表から設定した。 

その際、以下の仮定を設定した。①地方依存性は考慮しない。②単一の骨材で、異種骨材の混入及び輸入

骨材は考慮しない。③元素組成の分析上のばらつきは考慮しない。④骨材の分析上のばらつきは考慮しな

い。 

 
 

 

 

 

 

 

 
2.粗骨材（細骨材）の岩種別生産量分布（全国砕石生産量データ）を考慮した元素組成 

 図―1 に示す粗骨材の全国生産量の割合表をもとに岩種別のコンクリート元素組成を重みづけして標準

化したデータを表―1に、火成岩、堆積岩及び全国標準の3種のコンクリート元素割合比較を図―2に示す。

この際、主要岩石種に満たないものは砂（補正砂）で代用するとともに、形体の近い粗面岩は流紋岩コン

クリート、玄武岩は粘板岩コンクリートとした。また、元素データは原子力安全技術センター殿ふげん廃

止措置データ等から引用した。岩種区分（8 種）を i，元素区分（14 種）を j、原子個数密度を P、重みを

W、種別コンクリートの元素組成データを D としたとき、全国の材料を割合で重みづけして作成したデー

タを次式で算出した。 
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図－２ 火成岩、堆積岩、全国標準の 

コンクリートの元素割合 
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　　単位：ｎ/（Ｂ-㎝）
骨材種別のコンクリート 骨材種を考慮した

　 砂岩 砂利 安山岩 粗面岩 石灰岩 輝緑岩 花崗岩 粘板岩 標準化コンクリート

比率（％） 34.3 17.3 24.9 2 .5 11 3.9 2 .5 3 .6 100
元素
Ｈ 0.008089 0.008091 0.00808541 0.0080734 0.00806282 0.0080836 0.0080829 0.00808068 0.008085
Ｏ 0.041295 0.054432 0.04015762 0.0409059 0.04177282 0.0398105 0.0405554 0.04213991 0.043281
Ｃ 0 0 0 0 0.0111083 0 0 0 0.001222
Ｎa 0.001101 0.001022 0.00138818 0.0011246 0.00023507 0.0013617 0.0012568 0.00117796 0.001081
Ｍg 0.000545 0.000719 0.00101573 0.0002474 0.00032116 0.0019567 0.0003467 0.00027235 0.000701
Ａl 0.003126 0.002791 0.00379386 0.0023398 0.00020029 0.0024766 0.0030118 0.00243111 0.002840
Ｓi 0.013707 0.006286 0.0116417 0.0144074 0.00068415 0.0104173 0.0133527 0.01491322 0.010400
Ｐ 1.95E-05 1.95E-05 3.8885E-05 7.765E-05 7.7552E-06 3.888E-05 9.718E-06 7.7724E-06 0.000025
Ｓ 3.76E-05 3.76E-05 3.7563E-05 3.751E-05 3.7458E-05 3.755E-05 3.755E-05 3.7541E-05 0.000038
Ｋ 0.000801 0.000709 0.00049292 0.0009228 1.5361E-05 0.0002618 0.0010779 0.00095447 0.000617
Ｃa 0.00259 0.002651 0.00323645 0.0023448 0.01323989 0.0040033 0.0025582 0.00236198 0.003973
Ｔi 2.52E-05 7.55E-05 8.8055E-05 2.512E-05 7.5265E-06 0.0009935 0.0001635 2.5144E-05 0.000089
Ｍn 1.1E-05 1.1E-05 2.192E-05 2.189E-05 3.2789E-06 1.096E-05 2.191E-05 2.1908E-05 0.000014
Ｆe 0.00069 0.000723 0.00123995 0.0005814 6.4512E-05 0.0017894 0.0006467 0.00060345 0.000800  

表－１ 全国岩種生産量データを反映した全国標準化コンクリートの元素組成 

図－１ 全国の岩種別砕石の 

生産データ（鹿児島大 1986） 
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